
発行：北海道鷹栖町議会
編集：広報広聴常任委員会

168
み ん な 　 笑 顔 で 　 あ っ た か す

9月定例会号平成29年

～町民の皆さんと議会をつなぐ議会報を目指して～

町営バスの運行区域拡大へ ２

28年度決算認定 ４

５名が一般質問 ８

鷹栖町名誉町民ほか・定例会

質疑の内容を掲載

日下議員・青野議員・中村議員・大石議員・片山議員

たかす議会だより

（町花「マリーゴールド」の和名）

研究会♪　多くの方が見守る中、元気に遊んでいました（10月７日　たかす円山幼稚園）

題字　宮島歩美

No.

2017年11月６日　発行

休日議会開催のお知らせ 13

広報研修とみなさまからの声 14
議会のうごき　ほか

全道・全国町村議会広報研修会ほか



【２】たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

が拡大します

報　

告

補
正
予
算

一　　　般

介 護 保 険

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 費
商 工 費
土 木 費

議員研修事業 
鷹栖町名誉町民推戴事業ほか 
障害福祉サービス給付事業 
合併処理浄化槽設置整備及び維持管理補助事業
生産基盤整備事業 
商工振興事業ほか 
融雪槽等設置助成事業 

1376万4000円
39万5000円
393万4000円
289万1000円

234万円
315万4000円

35万円
70万円

716万6000円

55億7416万6000円 55億8793万円

7億8124万1000円 7億8840万7000円

内　
　
　

訳

補正額 補正前の額 補正後の額

■
平
成
28
事
業
年
度
株
式
会
社

鷹
栖
町
農
業
振
興
公
社
の
決

算
と
平
成
29
事
業
年
度
の
事

業
計
画

■
平
成
28
年
度
鷹
栖
町
健
全
化

判
断
比
率
と
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率

■
平
成
28
年
度
鷹
栖
町
教
育
委

員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
状
況
の
点

検
・
評
価

　

平
成
29
年
度
の
予
算
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

●
議
会
議
員
の
道
内
研
修
の
た

め
の
旅
費
の
追
加

●
名
誉
町
民
の
功
労
一
時
金
、

記
念
品
や
推
戴
式
等
に
関
わ
る

費
用
の
追
加

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
の

追
加

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
精
算
に
伴
う
国
・
道
負
担
金

の
返
還
金
の
追
加

●
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
予

定
が
、
４
基
増
加
し
た
こ
と
に

伴
う
設
置
補
助
金
の
追
加

●
農
業
機
械
の
導
入
に
対
す
る

国
か
ら
の
補
助
金
の
追
加

●
平
成
27
年
度
実
施
の
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補
助
金
の
国
へ

の
返
還
金
の
追
加

●
雇
用
促
進
対
策
に
よ
る
新
規

雇
用
者
１
名
分
増
加
に
伴
う
助

成
金
の
追
加

●
融
雪
槽
等
設
置
希
望
者
の
増

加
に
伴
う
２
件
分
の
補
助
金
の

追
加

●
町
有
地
の
売
却
に
伴
う
不
動

産
収
入
の
増
加

●
北
野
地
区
で
新
規
開
業
予
定

の
飲
食
店
に
対
す
る
補
助
金
の

追
加

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

●
平
成
28
年
度
介
護
保
険
事
業

の
確
定
に
伴
う
国
・
道
の
負
担

金
の
返
還
金
の
追
加

第３回

定例会
９月12～14日

　第３回定例会は９月12日か
ら３日間の会期をもって開催し、
決算認定質疑、５名の一般質問
（８～ 12ページ）の他に、報告、
条例、名誉町民の推薦などを審
議し、原案のとおり全会一致で
可決しました。
　また、１件の人事案件に同意
しました。
　議会からは１件の意見書を各
関係機関に提出しました。
　会期を１日残し、９月13日
に閉会しました。

北野地区に新しく出来た飲食店(Bistro Piece)



たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

条　

例

承　

認

名
誉
町
民

人　

事

意
見
書

専
決
処
分
…
議
会
の
委
任
に
よ

り
、
軽
易
な
事
項
を
町
が
行
い
、

事
後
報
告
を
受
け
る
こ
と

 
ほ
ん 
た
に 

よ
し 
た
か

 あさ い もと すけ

浅井　基典　氏
（南１条２丁目）

10線13号
交差点

10線10号
交差点

７線10号
交差点

６線13号
交差点

追加区域

■
専
決
処
分
の
報
告

　

緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
、
議

場
の
音
響
設
備
を
購
入
し
ま
し

た
。　

【
費
用
】　

６
４
２
万
６
千
円

条
例
の
改
正

■
鷹
栖
町
名
誉
町
民
の
待
遇
・

特
典
が
変
わ
り
ま
し
た

　

改
正
の
主
な
点
は
、
名
誉
町

民
の
待
遇
に
つ
い
て
で
す
。
従

来
の
年
金
支
給
か
ら
功
労
一
時

金
１
０
０
万
円
に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
際
に
は
公

葬
を
行
い
、
弔
慰
金
を
お
渡
し

し
ま
す
。

■
鷹
栖
町
営
バ
ス
の
運
行
区
域

が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

町
営
バ
ス
の
運
行
区
域
を
追
加

す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で

す
。

【
追
加
区
域
】
鷹
栖
町
７
線
か

ら
９
線
、
10
号
か
ら
12
号
ま
で

【
運
行
開
始
日
】
平
成
29
年
10

月
１
日
か
ら

　

浅
井
氏
は
町
の
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
と
し
て
、
町
が
目
指
す
健

康
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
健
康
相
談
、
健
康
診
査
健

康
教
育
の
充
実
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
示
さ
れ
、
献
身
的

に
地
域
住
民
の
健
康
管
理
に
携

わ
り
、
地
域
医
療
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
ご
功
績
を
讃
え
鷹
栖

町
名
誉
町
民
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

本
谷　

義
孝　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
９
線
３
号
）

■
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

提
出
先　

衆
・
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大

臣
、
復
興
大
臣

提
出
議
員　

大
石　

隆

賛
成
議
員　

中
家　

彰

国
政
に
物
申
す
！

【３】

町営バスの運行区域



【４】たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

　　当初予定していた物より価格は上がりま
したが性能の良いものを購入しました。

　　今までと違うところを刈ったのではな
いかと思う。草刈り状況の調査を行います。

　　カメラは当初５台の予定だったが実際
に購入したのは３台となっている。効果が
あるなら増やすことはできないか。

　　町で管理していない場所でも所有者と
協議しながらできる
のであれば検討して
いきたいと考えます。

　　そのような要望もあるので、２人で半
日ずつなど工夫していきます。　

パレットヒルズで恒例となった「さくらフェスタ」

　　嵐山などごみが捨ててあるところは心
理的にも不法投棄されやすい。お金をかけて
でも徹底的にきれいにすることが必要では。



たかす議会だより　　　　　　　　　168 号【５】

　　60 頭すべてが冬場の頭数で、夏はくく
り罠により11頭捕獲しています。

　　駆除依頼があった場合は対応していま
す。猟友会では、夏場に山の中に入り込ん
で捕獲するのを自粛しているだけで、役場
として夏場の駆除を否定していません。

　　銃捕獲による60 頭の駆除実績があるが
このうち夏場の頭数は。

　　なかなか結果につながっていません。
結婚相談所や婚活パーティーなどの情報提
供を直接行っています。関係機関とも協議
し、町全体で雰囲気づくりをして盛り上げ
ていきたいと考えています。

　　作業時間の短縮につながっていると聞
いています。また用排水施設の整備により
複合経営の施設野菜に充てられる時間が増
えたとの声もあります。
　非常に効果の高い事業です。

　　国営農地再編事業で、すでに整備した
ところの事業効果は。

　　交通費の助成をしてでも来町してもら
うとよいのでは。
　　相談者の本気度を判断する必要もあり
ますが、農業研修センターの稼働に合わせ
改めて検討したいと考えます。

　　今後、施設改修の補助金や資金借り入
れなどの際の必須条件となる見込みです。　　　
　平成32 年から第8 次総合振興計画がはじ
まりますが、その策定作業でも活用する考
えです。

　　今後、参加してい
る業者に個別の聞き取
り調査をしたいと考え
ています。28年度は７
社でしたが、29年度は
10社に増えています。



【６】たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

　　販売スペースで四季の里で作ったもの
を売るなどの活用ができないか等の検討を
したいと考えています。

防犯灯･街路灯のLED化、進捗状況は

移住につなげるための課題は

　　移住相談総合窓口に来た方のニーズや
移住にいたらなかった理由はどのようなも
のか。
　　賃貸住宅の希望が多いですが、そのよ
うな物件が無いのが現状です。空き家の賃
貸で利用できないか話をしていますが、な
かなか進んでいません。

　　町内会には323 の防犯灯があり260 灯
のLED 化が完了しています。街路灯は平成
28年度から着手し、まだ1 割弱という状況
です。



たかす議会だより　　　　　　　　　168 号【７】

　　32 

　　老朽化した下水道管の対策は計画的
に行っているのか。
　　エリアを区切りながら調査し侵入水の
多いところから順次修理しています。

中家議員

　　振興補助金について、なかなか利用し
づらいのでは。もっと広く門戸を開いて、
受け皿として考えていくべきでは。
　　スポーツ少年団連絡協議会などでも振
興補助金の説明を行い周知し、少年団活動
への利用に結びつきました。協働のまちづ
くりについては事業後自立できるような相
談づくりも行っており、地域の団体に対し
て説明していきたいと考えています。

子育て支援センター内に設置されています



日下　義朗 議員

町
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
は

本
年
度
の
設
置
率
は
70
％
（
町
長
）

地
域
と
学
校
と
の
連
携
で
推
進
し
て
い
く
（
教
育
長
）

主
権
者
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

定期的に電池切れの確認を

選挙のマスコットキャラクター　めいすいくん

【８】たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

一般質問
　
　

成
18
年
の
消
防
法
改
正
で
、

　
　

す
べ
て
の
住
宅
に
罰
則
規

定
の
な
い
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

本
町
の
設
置
率
と
防
火
対
策

に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

旭
川
市
消
防
本
部
の

平
成
29
年
度
の
設
置
率
は
全
体

で
73
・
２
％
、
鷹
栖
町
は
70
％

で
国
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

防
火
対
策
に
つ
い
て
は
、
火

災
か
ら
尊
い
命
を
守
る
有
効
な

手
立
て
と
し
て
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
・
普
及
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

質
問　　

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
は
、「
火
災
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
」
を
可
能
に
す

る
。
各
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

答
弁　　

春
秋
の
火
災
予
防
運

動
期
間
に
各
町
内
会
に
配
布
す

る
回
覧
チ
ラ
シ
、
広
報
た
か
す
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

多
様
な
媒
体
を
活
用
し
、
設
置

普
及
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
避
難
訓
練

等
で
積
極
的
に
呼
び
掛
け
を
し
、

消
防
団
を
は
じ
め
各
関
係
団
体

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
に
努

め
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
選
挙
権
が
認
め

　
　

ら
れ
た
こ
と
で
、
行
政
当

局
の
努
力
に
よ
る
主
権
者
教
育

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
小
中
高
の
学
校
で
は

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、

主
権
者
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

主
権
者
教
育
の
基
本
的
な
考

え
方
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
弁　　

主
権
者
教
育
は
、
単

に
政
治
の
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
家
や
社
会

を
形
成
す
る
一
員
と
し
て
自
立

し
、
他
者
と
連
携
・
協
働
し
な

が
ら
社
会
を
生
き
抜
く
力
や
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
力
を

養
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

地
域
と
学
校
が
連
携
を
図
り

主
権
者
教
育
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
と
の
連

携
で
は
、
選
挙
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
明
る
い
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平

18



　青野　敏議員

本町の情報管理体制は？大丈夫なのか
技術情報の収集・研究を行い、万全を期す（町長）

【９】 たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

一般質問

　
　

0
1
5
年
成
立
の
改
正
個

　
　

人
情
報
保
護
法
が
今
年
5

月
よ
り
全
面
施
行
さ
れ
た
。

　

改
正
ポ
イ
ン
ト
は
、
個
人
情

報
保
護
委
員
会
の
新
設
、
個
人

情
報
定
義
の
明
確
化
、
利
活
用

に
対
す
る
整
備
、
名
簿
屋
対
策
、

取
扱
人
数
規
制
の
廃
止
等
が
新

た
に
追
加
さ
れ
た
。

　

情
報
管
理
の
庁
内
規
定
や
総

合
管
理
者
な
ど
、
総
合
的
な
情

報
管
理
体
制
は
。

　

答
弁　　

管
理
責
任
を
副
町
長

に
、
各
課
で
保
有
す
る
個
人
情

報
を
各
課
長
が
管
理
し
、
総
務

企
画
課
長
が
業
務
全
体
の
運
用

状
況
を
監
督
す
る
体
制
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
情
報
や
医
療
・
福

祉
・
介
護
等
の
重
要
な
情
報
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う
各
行
政

機
関
の
特
定
の
シ
ス
テ
ム
以
外

は
外
部
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
更
に
、
使

用
す
る
各
業
務
シ
ス
テ
ム
や
パ

ソ
コ
ン
自
体
に
静
脈
認
証
を
行

い
、
重
要
な
個
人
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
情
報
技
術
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
技
術
情
報
の

収
集
や
研
究
を
行
い
、
住
民
の

大
切
な
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

万
全
を
期
す
よ
う
努
め
ま
す
。

　

質
問　　

情
報
管
理
に
つ
い
て

職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
に
関
す
る
勉
強

会
は
、
ど
の
様
に
実
施
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
行
政
全
体
で

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
日
を
設

定
し
確
認
し
て
は
。

　

答
弁　　

全
国
的
に
発
生
し
て

い
る
事
件
事
故
を
題
材
に
し
て
、

毎
月
開
催
の
課
長
等
連
絡
会
議

や
庁
内
会
議
に
情
報
提
供
し
指

導
し
て
い
ま
す
の
で
、
特
別
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
日
を
設

け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

質
問　　

改
正
個
人
情
報
保
護

法
で
は
扱
う
個
人
情
報
が
５
千

人
分
以
下
の
小
規
模
事
業
者
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
町
内
会
、
団
体
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
も
規
制
対

象
と
な
っ
た
。

　

改
正
内
容
に
関
す
る
研
修
会

の
開
催
や
、
具
体
例
を
示
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
説
明
会

を
行
う
考
え
は
。

　

答
弁　　

今
年
３
月
に
は
福
祉

関
係
団
体
、
サ
ロ
ン
見
守
り
活

動
隊
、
町
内
会
等
に
、
個
人
情

報
保
護
法
の
改
正
に
関
す
る
研

修
会
に
弁
護
士
を
講
師
に
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
者
に

は
昨
年
５
月
に
商
工
会
の
会
報

等
を
通
じ
周
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
関
係
団
体
に
対
し

て
周
知
不
足
の
点
も
あ
り
ま
す

の
で
、
広
報
紙
を
通
じ
て
全
町

的
な
周
知
を
図
り
、
町
内
会
・

関
係
団
体
に
は
今
年
度
中
に
研

修
会
を
開
催
し
情
報
提
供
し
ま

す
。

　

質
問　　

保
護
法
で
は
責
任
者

が
会
員
名
簿
等
を
適
正
に
管
理

す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

過
剰
反
応
に
よ
り
町
内
会
や

各
団
体
の
活
動
に
支
障
を
与
え

な
い
よ
う
、
行
政
の
後
押
し
が

必
要
で
は
。

　

答
弁　　

町
内
会
活
動
な
ど
に

支
障
の
な
い
よ
う
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
方
法
を
、
説
明
会

や
広
報
で
十
分
に
説
明
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

２

お互い様づくり意見交換会では個人情報に関する講演も



中村　公憲議員

何
故　

図
書
室
な
の
か
？

財
政
的
に
最
も
有
利
な
方
法
を
選
択
し
た
た
め
（
教
育
長
）

【10】たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

一般質問
　
　

し
く
で
き
る
鷹
栖
を
本
館
、

　
　

北
野
を
分
館
と
す
れ
ば
、

蔵
書
数
、
施
設
の
延
べ
床
面
積

か
ら
図
書
館
と
言
っ
て
も
決
し

て
お
か
し
く
な
い
。
図
書
館
法

に
よ
る
町
立
図
書
館
の
方
が
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
明
確
に
確

立
さ
れ
、
利
用
す
る
町
民
の
多

く
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　

何
故
な
ら
法
に
基
づ
く
基
準

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
継
続
的
維

持
運
営
は
、
危
う
く
難
し
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ー
ビ
ス
※

も
低
下
す
る
。

　

本
当
に
町
民
の
た
め
、
利
用

者
の
た
め
な
ら
図
書
館
法
に
守

ら
れ
た
町
立
図
書
館
と
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。　

　

答
弁　　

社
会
教
育
法
第
５
章

公
民
館
第
22
条
第
１
項
第
３
号

に
規
定
さ
れ
て
い
る
図
書
、
記

録
、
模
型
、
資
料
等
を
備
え
、

そ
の
利
用
を
図
る
こ
と
の
規
定

に
よ
り
、
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン

タ
ー
、
北
野
住
民
セ
ン
タ
ー
に

図
書
室
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
室
と
し
た
理
由
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
望
ん
で
い
る
図

書
機
能
を
実
現
す
る
た
め
、
財

政
的
に
最
も
有
利
な
方
法
と
し

て
、
住
民
セ
ン
タ
ー
に
付
随
し

た
図
書
室
と
し
て
い
ま
す
。　

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
司
書
職
員
を
配
置

し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

質
問　　

社
会
教
育
法
に
基
づ

い
て
図
書
機
能
の
運
営
上
支
障

が
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
蔵
書

数
、
職
員
数
等
の
整
備
基
準
は

あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
担
保
さ
れ
る
の
か
。

　

答
弁　　

蔵
書
数
、
職
員
数
等

の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
読
書
活
動
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
図
書
室
整
備
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
蔵
書
数
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

財
政
的
に
最
も
有
利

な
の
で
図
書
室
に
し
た
と
あ
る

が
、
有
利
で
あ
る
以
上
、
比

較
・
検
討
し
た
の
か
。

　

答
弁　　

皆
さ
ん
が
望
ま
れ
て

い
る
図
書
機
能
に
関
し
て
、
財

政
的
に
有
利
な
手
法
を
比
較
・

検
討
し
た
結
果
、
今
回
図
書
室

と
し
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

上
川
管
内
図
書
館
協

議
会
に
本
町
も
入
会
し
て
お
り
、

会
員
23
の
う
ち
13
が
図
書
館
、

10
が
公
民
館
図
書
室
で
あ
る
。

今
後
と
も
図
書
室
と
し
て
維
持

運
営
し
て
い
く
の
か
、
い
ず
れ

公
民
館
図
書
室
か
ら
、
図
書
館

と
し
て
独
立
さ
せ
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

　

答
弁　　

今
後
も
公
民
館
図
書

室
と
し
て
、
維
持
運
営
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

質
問　　

図
書
室
と
い
え
ど
も

図
書
館
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　　

一
人
で
も
多
く
の
町

民
の
方
が
、
図
書
室
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
環
境
整
備
の
た

め
に
、
利
用
者
と
も
協
議
を
続

け
な
が
ら
、
来
年
秋
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
室
で
、
資
料
・
情
報
を

求
め
る
利
用
者
に
対
し
て
提
供

さ
れ
る
文
献
の
紹
介
・
提
供
な

ど
の
援
助
の
こ
と
。

新

新鷹栖地区住民センターの図書室完成イメージ



　大石　隆議員

改正される介護保険制度への対応は
安心して生活できる体制に取り組んでいく（町長）

【11】 たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

一般質問

　
　

護
保
険
制
度
が
2
0
1
8

　
　

年
度
に
改
正
さ
れ
る
。
ほ

と
ん
ど
報
道
も
さ
れ
ず
、
誰
も

が
良
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
介
護

制
度
が
複
雑
に
な
り
、
自
己
負

担
が
増
え
て
い
っ
て
い
る
と
思

え
て
な
ら
な
い
。

　

自
立
支
援
や
介
護
予
防
な
ど

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
市
町
村

や
、
そ
れ
を
支
援
す
る
都
道
府

県
を
評
価
し
、
国
か
ら
の
財
政

的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
先
進
的

な
取
り
組
み
に
対
す
る
優
遇
措

置
）
を
増
額
す
る
事
へ
の
対
応

は
。

　

答
弁　　

理
学
療
法
士
等
の
専

門
職
と
連
携
し
た
介
護
予
防
の

実
施
や
、
多
職
種
が
協
同
し
、

個
別
課
題
の
解
決
に
向
け
ケ
ア

が
で
き
る
よ
う
な
地
域
ケ
ア
会

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
は
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
予
定
と
し
て
い
る
た
め
、
今

後
の
動
向
に
合
わ
せ
て
検
討
し

ま
す
。

　

質
問　　

高
齢
者
と
障
が
い
児

者
が
同
一
の
事
業
所
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、

介
護
保
険
と
障
害
福
祉
の
両
方

の
制
度
に
、
共
生
型
サ
ー
ビ
ス

を
位
置
付
け
る
事
へ
の
対
応
は
。

　

答
弁　　

共
生
型
サ
ー
ビ
ス
は
、

障
が
い
者
の
方
が
65
歳
以
上
に

な
っ
て
も
、
使
い
慣
れ
た
事
業

所
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す

く
な
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
従

来
か
ら
障
が
い
者
の
方
が
受
け

て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
量
、
質
の

確
保
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

国
の
基
準
や
報
酬
改
定
な
ど
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
ま

す
。

　

質
問　　

２
０
１
８
年
８
月
か

ら
、
２
割
負
担
者
の
う
ち
、
特

に
所
得
の
高
い
層
の
負
担
割
合

を
３
割
に
引
き
上
げ
る
。
月
額

４
万
４
４
０
０
円
の
負
担
の
上

限
が
あ
り
、
混
乱
は
少
な
い
と

い
う
が
、
負
担
増
に
よ
り
介
護

利
用
を
抑
え
、
さ
ら
に
介
護
度

が
上
が
る
と
危
惧
さ
れ
る
。
取

り
組
み
の
状
況
は
。

　

答
弁　　

利
用
者
負
担
割
合
が

２
割
か
ら
３
割
に
増
加
す
る
の

は
、
全
体
の
３
％
ほ
ど
の
方
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

負
担
割
合
が
増
加
し
た
場
合

で
も
、
月
額
の
負
担
上
限
が
４

万
４
４
０
０
円
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
理
解
を
促
し
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
必
要
な
と
き
に
、

必
要
な
量
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
体
制
に
つ
い
て
も

整
備
し
て
い
く
と
共
に
、
介
護

度
を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

質
問　　

要
介
護
認
定
率
が
、

全
国
平
均
よ
り
も
高
い
と
思
わ

れ
る
が
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
へ
の
影
響
は
。

　

答
弁　　

要
介
護
認
定
率
が
低

い
事
を
評
価
す
る
と
、
市
町
村

窓
口
で
認
定
申
請
を
拒
否
す
る

事
態
が
危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、

地
域
ケ
ア
会
議
を
活
用
し
て
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援
す
る

よ
う
な
も
の
に
対
し
て
評
価
す

る
と
厚
労
省
か
ら
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

介

鷹栖町ヘルパーステーション　さつき苑



片山　兵衛議員

独
自
の
観
光
開
発
が
必
要
で
は

広
域
で
行
う
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
判
断
（
町
長
）

【12】たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

一般質問
　
　

栖
町
は
現
在
、
旭
川
市
と

　
　

７
町
に
よ
る
地
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
※

に
参
加
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
中
で
埋
没
せ
ず
成

果
を
得
る
た
め
に
は
、
や
は
り

独
自
に
観
光
開
発
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

圏
域
の
中
で
、
鷹
栖
町
が
存

在
感
を
出
し
て
い
く
た
め
の
考

え
は
。

　

答
弁　　

市
場
調
査
や
情
報
発

信
、
収
益
事
業
な
ど
大
雪
広
域

観
光
圏
全
域
で
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
本
町
単

独
よ
り
も
、
広
域
で
行
う
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
判
断

し
ま
し
た
。
体
験
型
で
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
が
あ
る
よ
う
な

観
光
を
目
玉
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
参
加
す
る

市
町
の
中
で
宿
泊
施
設
が
な
い

の
は
鷹
栖
町
だ
け
だ
が
、
空
き

家
や
公
営
住
宅
、
町
内
会
館
な

ど
を
利
用
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
。

　

答
弁　　

空
き
家
等
対
策
計
画

に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
の
中
で
農
家
民

泊
等
も
含
め
た
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
既
存
施
設
等

の
活
用
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

鷹
栖
町
第
７
次
総
合

振
興
計
画
に
は
、
町
外
観
光
客

な
ど
の
来
訪
者
に
対
し
て
、
分

か
り
や
す
い
道
路
案
内
標
識
等

の
整
備
を
検
討
す
る
と
あ
る
。

民
間
事
業
者
の
標
識
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　

答
弁　　

事
業
者
個
々
が
考
え

て
設
置
す
る
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

質
問　　

事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
で

設
置
す
る
と
、
せ
っ
か
く
の
景

観
を
損
ね
る
場
合
が
あ
る
。

　

ま
た
バ
ス
停
が
撤
去
さ
れ
た

こ
と
で
、
信
号
の
な
い
場
所
で

は
、
住
所
を
表
示
す
る
も
の
が

な
く
な
り
困
っ
て
い
る
と
の
声

も
あ
る
。
こ
の
対
応
と
併
せ
て
、

事
業
者
の
表
示
も
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　

答
弁　　

商
工
会
や
観
光
協
会

と
も
十
分
協
議
し
、
よ
り
良
い

方
向
性
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
余
地
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

質
問　　

観
光
協
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

１
名
を
派
遣
し
、
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
平
成
29

年
度
中
に
立
ち
上
げ
る
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
各
事
業
者
に
観

光
協
会
に
加
入
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

　

質
問　　

町
の
宣
伝
の
た
め
に

は
話
題
作
り
も
必
要
で
あ
る
。

観
光
振
興
の
今
後
に
向
け
た
所

信
は
。

　

答
弁　　

多
彩
な
地
域
の
魅
力

に
光
を
当
て
、
そ
の
活
力
を
活

か
し
た
観
光
振
興
に
努
め
、
訪

れ
た
方
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
観
光
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は

観
光
物
件
、
自
然
、
食
な
ど
当

該
地
域
に
あ
る
観
光
資
源
に
精

通
し
、
地
域
と
協
同
し
て
観
光

地
域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の
こ

と
。

鷹

９月に開催された秋の大収穫祭では
約3,000人の来場がありました。
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参加人数が

少ないので

工夫を ごみ出しに

困ってます

鷹栖町の

知名度ＵＰを

議会のうごき 2017.8.1 ～ 2017.10.31

●全体
・議員協議会　　　　８月８日・30日・10月27日
・第３回定例会　　　９月12日・13日
・上川管内町村議会議員研修会　10月24日

●総務文教常任委員会
・委員会　　　　　　８月30日
・町内所管事務調査　10月４日
・所管事務調査　　　10月10日・11日
　　　　　　　　　　　　（富良野市・芽室町）

●経済福祉常任委員会
・委員会　　　　　　８月29日
・所管事務調査　　　10月10日・11日
　　　　　　　　　　　　（富良野市・芽室町）

●広報広聴常任委員会
・全道議会広報研修会　８月22日
・全国議会広報研修会　９月28日
・委員会　　９月12日・25日
　　　　　　10月２日・16日

●議会運営委員会
・委員会　　９月４日

●議会活性化委員会
・地域を語ろう会
　　　　　　８月23日～９月１日　５地区で開催
・役員会　　９月13日・25日

●議会議員定数等調査特別委員会
・委員会　　９月25日・10月27日

「地域を語ろう会」報告紙、編集中！

お知らせ 次回の定例会は

2017年12月17日（日）
　　　　～18日（月）休日議会を

開催します
休日議会を
開催します
休日議会を
開催します に開催予定です。近くなりましたら改め

てチラシなどでご案内いたします。　
多くの方の傍聴をお待ちしています。

いただいたご意見をまとめています。

少人数の団体でも「地域を語ろう会」を開くことができます！
詳しくはお気軽にお問合せください。
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発行：北海道鷹栖町議会
編集：広報広聴常任委員会

166
み ん な 　 笑 顔 で 　 あ っ た か す

3月定例会号平成29年

～町民の皆さんと議会をつなぐ議会報を目指して～

５つの基本施策の実現に向けて ２

新年度予算審査特別委員会 ６

６名が一般質問 14

町政および教育行政の執行方針への質問

担い手研修センターに6840万円

たかす議会だより

（町花「マリーゴールド」の和名）

鷹栖の未来に向かって♪　今年度から認定こども園となったたかす円山幼稚園で入園式がありました。（４月８日）

題字　宮島歩美

No.

2017年5月8日　発行

定例会・臨時会 20

前回の表紙の評価は？ 23
鷹栖中学校の２年生が議会を傍聴

モニターの皆さんからのご意見を紹介

消防演習消防演習
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の
民
住
る
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対
に
災
防
域
地

　

　

練
訓
災
防
の
日
１
月
９

29

行
で
区
地
栖
鷹
は
度
年

ま
い
て
し
画
計
も
練
訓
の
と
団

支
要
動
行
難
避
で
中
の
」
画
計

る
い
て
し
成
作
も
簿
名
の
者
援

を
区
地
ル
デ
モ

10

取
て
し
加
追
区
地
３
は
度
年
新

実現に向けて

第１回定例会
平成29年３月９日～15日

　第１回定例会は、３月９日から７日間
の会期を持って開催し、平成29年度の
町政執行方針及び教育行政執行方針の報
告を受けた後、６名の議員が一般質問
（14 ～19ページ）を行い、町長の考えを
ただしました。
　議事は、補正予算、条例の制定・改正・
廃止及び平成29年度の７会計予算を審
議し、全会一致で原案のとおり可決しま
した。（20 ～21ページ）
　また、２件の人事案件について同意
し、会期どおり ３月15日に閉会しまし
た。

■
　

り
く
づ
境
環
む
育
を
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た
供
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な
か
豊
心

■
　

と
心
安
・
全
安　
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く
づ
業
農
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す
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能
可
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た
新

■
　

る
よ
に
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発
や
成
育
の
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資
域
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
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力
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の
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業
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■
　

に
全
安
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り
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づ
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暮
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し
心
安

■
　

り
く
づ
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域
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働
協
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を
手
と
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発
啓
の
識
意
災
防

保
確
の
員
団
防
消

に
こ
ど
は
口
窓

進
推
入
加
会
内
町

町政の執行方針と教育行政
執行方針は、孔雀草166号、
広報たかす４月号と同時配
布の「私たちのまちづくり」
に掲載されていますので、
合わせてご参照ください。
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町政執行方針に対する質疑

新郷土たかす
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補正予算

H29.3.9～15

第１回

定例会

平成28年度予算が下表のとおり補正されました。主な内容は記載のとおりです。

条　例
次のとおり条例が制定、一部改正、廃止されました。概要は記載のとおりです。

3350万1000円
△302万1000円

7398万円
2484万6000円
△633万9000円
△546万2000円
△28万7000円

△1948万6000円
△11万4000円

△3061万6000円

△1176万8000円

△1134万9000円

△3495万円

△970万円
△440万円
△530万円

一　般　会　計
補正額 補正前の額 補正後の額

61億8602万7000円

9億8110万8000円

8億530万6000円

2億5264万2000円

2億7422万4000円

62億1952万8000円
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農　林　費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費

計
収益的支出
資本的支出

執行見込みによる減額
執行見込みによる減額、基金積立金等の増額
執行見込みによる減額、障害福祉サービス給付費等の増額
執行見込みによる減額
執行見込みによる減額、新規就農者確保対策補助金等の増額
執行見込みによる減額
執行見込みによる減額、除排雪委託料及び公住改修工事の増額
執行見込みによる減額
執行見込みによる減額、基金積立金等の増額

執行見込みによる減額

執行見込みによる減額

執行見込みによる減額

決算見込みによる水処理負担金・減価償却費の減額、消費税額の増額
決算見込みによる建設事業費等の減額

9億6934万円

7億9395万7000円

2億1769万2000円

2億6452万4000円

内

　
　
　

訳

一
　
般
　
会
　

計
会
別
特

計

水道事業
会　計

国民健康保険

介 護 保 険

公 共 下 水 道

【制　定】
　■鷹栖町空き家等の適正管理に関する条例

良好な生活環境の保全や空き家等を活用したまちづくりの推進を図るため、空き家等への対策や適正管理に関する措置について
必要な事項を定めるため条例制定

【一部改正】
　■鷹栖町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び鷹栖町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

人事院勧告に基づき職員の介護休暇の分割、介護時間の新設及び育児休業等に係る子の範囲の拡大
　■鷹栖町個人情報保護条例の一部を改正する条例

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（番号法）の改正に伴う条例整備
　■鷹栖町税条例等の一部を改正する条例

地方税法等の一部を改正する法律等の公布による条例整備
　■鷹栖町保育所の延長保育に関する条例の一部を改正する条例

認定こども園たかす円山幼稚園の開園に伴い、町内保育施設における保育時間の統一
　■鷹栖町就学前子どもの教育・保育等に関する条例の一部を改正する条例

保育料納付期限の見直し及び保育園等に通園する第2子以降の保育料の軽減を図る
　■鷹栖町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例

新たに地域密着型サービスに位置づけられた「地域密着型通所介護」の基本方針、人員並びに設備及び運営基準等を国の基準省
令を基に定める。また、地域密着型通所介護事業に運営推進会議の開催を義務付け

　■鷹栖町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る
　　介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

認知症対応型通所介護事業に運営推進会議の開催を義務付け
　■鷹栖町水道、下水道使用料の助成に関する条例の一部を改正する条例

対象要件や助成基準の見直し（ひとり暮らし高齢者、障がい者通園世帯、障がい者グループホーム）
　■鷹栖町公営住宅管理条例の一部を改正する条例

入居の際の連帯保証人の要件の明確化、入居承継時の連帯保証人の提出の義務付け等
　■鷹栖町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

入居の際の連帯保証人の要件の明確化、使用権の承認及び譲渡時の連帯保証人の提出の義務付け、家賃の額を規則から条例に明記等
　■鷹栖町住宅建築支援事業補助金条例の一部を改正する条例

条例の有効期限を平成29年3月31日から平成32年3月31日まで延長
【廃　止】
　■鷹栖町高額療養費貸付基金条例を廃止する条例

現行の高額医療費制度において、限度額適用認定証による現物普及が定着し、一部負担金の貸付を必要としていないため条例廃止

【21】

報　告

その他

人　事

H29.3.9～15

第１回

定例会

３月15日、鷹栖中学校の２年生が議会の傍聴にきてくれました。
傍聴した生徒の感想をいくつかご紹介します。

○すごいと思ったのは農家のことや、教育のことなど幅の広いことがらについてふれていることです。
いろいろな面からの意見を言って、よりよくしようとしていることがわかりました。

○傍聴して、選挙の一票が重くなっていることに気づいていい授業でした。

○鷹栖町の予算55億円という莫大な数字が、あそこにいた約10人強の人たちの発言によって動くのか
と思うと、本当にあの仕事はプレッシャーがかかるなと思う反面、なくてはならない仕事だなとも思う。

○女の人が少なかった。ゴミを処分するのにお金がかかることを初めて知っておどろいた。

○議会では中学校や小学校の話をしていて、自分たちのことも考えてくれているんだなと思った。この
町を良くしていくためには自分がどのようなことをすればいいか考えてみたい。

○普段の生活の中で視野を広げて物事を考える大切さを改めて知ることができた。

○（ごみの問題について）家に帰ったらインターネットでもう少しだけ詳しく調べてみようと思った。

○大きなお金の使い道を決める大切な会議で、自分たちが使う物、施設などが関係しているものもたく
さんあった。

○自分の意見を言えていてかっこよかった。

○みんな意見の違うところはあるけれど「町のために協力したい」という気持ちは一緒だと思った。

　■民事調停の申立てに係る専決処分の報告
公営住宅の滞納住宅使用料及び遅延損害金の支払い請求の申立てを行なった旨の報告を受けました。

　■和解に係る専決処分の報告
公営住宅の滞納住宅使用料及び遅延損害金の支払い請求の申立てを行っていた２件について和解した旨の報告を受けました。

　■自動車事故による和解及び損害賠償額の決定に係る専決処分の報告
公用車に係る事故について和解し損害賠償額が決定した旨の報告を受けました。

　■鷹栖町過疎地域自立促進市町村計画の変更について
現行の計画に、担い手研修センター整備事業及びごみ収集車整備事業を追加しました。

　■鷹栖町監査委員の選任
平成29年４月15日で任期の満了する鷹栖町監査委員について次の方の選任に同意しました。
　　前井　誠一さん（鷹栖町10線６号）　【再任】

　■上川町村等公平委員会委員の選任
平成29年３月31日で任期の満了する上川町村等公平委員会委員について、次の方の選任に同意しました。
　　大西　知幸さん（空知郡南富良野町字幾寅752－20）　【再任】

全道町村議会広報研修会　平成 29 年 8月 22 日　ポールスター札幌

クリニックで指摘　今回から改善目指す

表紙は写真、デザイン、
色づかいとも、かなりよく
できています。

このパターンのページが多
いので、変化をつけたいと
ころ。

黒に白抜き文字の数が多い
と視覚的にきつく感じま
す。工夫を。

補正予算と条例はとてもみ

づらい。選択して紹介
するとよい。中学生の傍聴記事が

目立たない。
写真入りで紹介を。

「実現に向けて」というの
は執行部的。

議会の視点を大切に。

【講師】
エディター・広報アナリスト

吉村　潔　氏

広報広聴常任委員全員で参加してきました。

広報研修とみなさまからの声



【15】 たかす議会だより　　　　　　　　　168 号

砂防会館（東京都）

　　町の規程による交通費と日当が支給さ
れていますが、食費は支給されていません。

　　講義を聴く研修は成果として示すこと
は難しい部分があります。学んだことを今
後の活動の中で生かしていきます。

　　定例会前の傍聴案内チラシには時間も
掲載しています。
　進行具合によるので細かい時間をお示し
するのは難しい状況です。

分
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鷹栖町議会で10月に所管事務調査
に行ったのは○○町。
　
定例会で浅井基典氏が○○○○に
選ばれました。

次回の定例会は○○○○を開催しま
す。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1,000円分をお送りします。（当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。）前回は
７名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.lg.jp
《しめきり》
　平成29年11月30日 （木）消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。

１．問

２．問

３．問

鷹
栖
町
議
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

〒071-1292

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196

　
　

gikai@
tow
n.takasu.lg.jp

■　わたしの一言　■

「余裕の必要性」

「日々感謝」

山崎　禎彦 さん
（北野・４区農事組合）

岡野　麻里さん
 おか の ま り

 やま　ざき よし ひこ

（北成・成和町内会）

生まれも育ちも鷹栖町の私ですが、

若い頃は鷹栖の「のどかさ」が嫌で

外に出ていた時期がありました。人

生の折り返し地点の頃、何故か急に

鷹栖に戻りたくなり、帰ってきました。

今思えば、あの嫌だった「のどかさ」

が懐かしくなったのだと思います。

目を見開けば素敵な処が沢山あり、

スポーツ、福祉等とても力を入れて

くださってます。私は成和地区に住

んでおります。目上の方が多数です

が、皆様とても元気で、親切で働き

者で、自然にも和まされ、人間関係

でも和まされ、良い血の循環となっ

ております。これから自分の出来る

範囲でこの地区を、鷹栖を、「日々感

謝」の気持ちを忘れず町孝行してい

きたいと思います。

交通事故に限らず、どのようなトラブ

ルも余裕がないときに起きやすいと

いえる。しかも一方がいっぱいいっ

ぱいだとしても他方に余裕があれば、

事故は回避されることがほとんどで、

たまたま運悪く双方に余裕がないと

き、例えば両者とも寝坊してしまって、

時間に余裕がない状態で運転してい

るときなど、偶然に偶然が重なって

しまった際に事故は起きてしまう。初

心者ドライバーと寝坊ドライバー。

新米教師と新米生徒。新米上司とそ

の部下。けん制しあう二国の首脳。

このように双方ともに余裕がない状

態が最も危険なのである。せめて本

町に定住している我々は時間的に、

そして何より精神的に余裕を持って

生きてゆきたいと願っております。




